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面
白
く
て
元
気
が
出
る
川
柳
や
狂
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
な
ど
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

新
し
い
介
護
保
険
制
度
が
決
ま
り
ま
し
た
。

京
都
市
で
は
平
成
二
十
九
年
を
目
指
し
て

の
施
行
と
な
る
予
定
で
す
。 

今
回
の
改
正
の
大
き
な
目
的
は
「
地
域
包
括

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
「
利
用
者
負
担
の
公
平
化
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

主
な
変
更
点
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

○ 

現
在
要
支
援
一
・
二
の
方
の
半
数
以
上
が

受
け
て
い
る
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
や

訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
が
、
今
後
は
介

護
保
険
予
防
給
付
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

通
所
介
護
・
訪
問
介
護
の
新
た
な
受
け
皿
と

な
る
の
は
各
市
町
村
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。 

今
ま
で
は
国
の
保
護
の
下
、
全
国
ほ
ぼ
同
じ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
自
治

体
の
対
応
に
よ
っ
て
、
援
助
の
内
容
が
違
っ
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

「
要
支
援
は
ど
う
な
る
の
？
」

 
 

介
護
保
険
改
正
の
疑
問
あ
れ
こ
れ
…

○ 

利
用
人
数
が
十
人
程
度
ま
で
の
小
規

模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
密
着
型
と
な

り
、
事
業
所
を
指
定
・
監
督
を
市
町
村
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
 

○ 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
申
し

込
み
が
、
原
則
要
介
護
度
３
以
上
に
な
り

ま
す
。
（
特
例
入
所
条
件
も
あ
り
ま
す
。
） 

 

○ 

年
収
百
六
十
万
円
・
年
金
換
算
二
百

八
十
万
円
以
上
の
方
の
自
己
負
担
額
が
、

二
割
に
な
り
ま
す
。
（
世
帯
収
入
の
場
合

な
ど
例
外
も
あ
り
ま
す
） 

  
 詳

し
い
情
報
が
分
か
り 

次
第
高
齢
サ
ポ
ー
ト 

か
ら
も
、
順
次
内
容
を 

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

旧
暦
の
ひ
な
ま
つ
り
祝
ふ
白
酒 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ほ
ろ
酔
い
の
老
婆

ひ

と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
室
仁
和
寺
お
多
福
桜 

 
 

 
 

 

花(

鼻)

は
ひ
く
て
も
他
人

ひ

と

が
好
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

華 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
活
け
て
心
の
向
き
を
変
え 

 
 

 
 

演
歌
を
唄
ふ 

一
人
の
部
屋
に 

  

こ
し
あ
ん
か
つ
ぶ
あ
ん
も
い
い 

迷
って
る 

夫
に
供
ふ
命
日
の
朝 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
田
喜
美
子 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

御
奉
仕
い
た
だ
く
床
屋
さ
ん 

 
 

 
 

さ
っぱ
り
し
た
ね
と
家
族
も
気
付
く 

  

す
れ
違
う
白
髪
美
人
に
振
り
返
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

貞
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第 4 回丸太町・権利擁護セミナー特別講演 

みんなで支える認知症 ～地域で生きる・つながる・支えあう～ 

３月１６日権利擁護セミナー特別講演を開催しました。春の陽気に誘われ、170 人

近い参加者がハートピア京都に集い、大変に盛況な講演となりました。社会人落語家 

微笑亭さん太さんの落語「やさしく見守る認知症」では、認知症の方へのお手伝いの 

方法を軽妙な語り口で披露くださり、明るい笑いが場内に広がりました。また中京区認知症連携の会 辻輝

之先生からの、認知症に対する備えや地域での支援状況などの報告に、参加者は熱心に耳を傾けていました。

中京区役所支援保護課石村課長には、閉会のごあいさつをいただきました。アンケートでは「笑いと共に楽

しく認知症を学べた」「認知症のことが具体的に理解できた」などの回答をいただきました。 

 講演会のテーマ「みんなで支える認知症」への理解をいただき、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

【歌詞クイズ】 次の楽曲の歌い出しは…♪♪？

① 荒城の月  ② 椰子の実 

③ 朧月夜   ④ 花 
♪答えは本ページのどこかにありますのでご確認ください♪ 

★脳トレ教室★ 

毎月京都アスニーで脳トレと体操教室を開催してい

ます。計算や漢字の問題を解いたり、タオルを使っ

た体操をしています。また毎月壬生坊城団地集会室

にて、脳トレやレクリェーション、健康に関する話

をしております。 

皆さん楽しく参加されています。  

ご興味ある方は高齢サポート・ 

朱雀にご連絡ください。 

 

★あどぼかしぃ教室★ 

今年度も４月から毎月、京都アスニーと三条商店街

振興組合にて権利擁護のための教室を開催していま

す。介護保険制度や、悪徳商法、成年後見制度につ

いてなど、さまざまな制度の紹介をしています。 

皆さんもぜひ一緒に制度について 

学びませんか？ 

お気軽にお問い合わせください!! 

皆さんのご参加お待ちしています!

～編集後記～ 

一月は居ぬ 二月は逃げる 三月は去る。 

ことわざ通り、あっという間に４月になってしま

いました。今年もあと８カ月。一日一日を大切に

して、充実した一年を過ごしたいと思います。 

 高齢サポート・朱雀 (京都市朱雀地域包括支援センター)  ℡ 075 
(801) 1384

〒604-8805 京都市中京区壬生馬場町１４－１１ 

FAX. 075（801）1385  E-mail  zaitaku_m@rakuwa.or.jp 

 相談受付時間：日・祝を除く午前９時～午後５時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
寒さも少し和らいだ 2 月 23 日 京都アスニーにて、第一回圏域会議を開催し

ました。地域の民生委員・老人福祉員ほか、中京警察署・中京消防署・区役所支

援保護課および介護保険サービス事業所など、総勢 57 人のご出席を受け、盛況

な会議となりました。今回は認知症の人と家族の会京都府支部副代表 徳廣三木

子氏に「認知症の人と家族の思い～認知症見守る地域につながる絆～」をテーマ

に、講演をいただきました。徳廣様ご自身の介護経験から導かれた講話に、出席

者からは 「一番辛いのは認知症のご本人だということを知った」「『本人と介護

者は合わせ鏡』の言葉に感銘した。地域支援に役立てたい」などの声が、寄せら

れました。 

また民生児童委員会 小倉壽之会長からの「『バカボンのパパのそれでいいのだ』

『ハイジの良い所探し』の気持ちが大切」との言葉には日頃地域支援に尽力され

ている民生委員・老人福祉員の方々から「励ましを受けた」との声が上りました。 

来年度もますます地域に貢献できる内容での会議を、企画・開催する予定です。ご期待ください。


